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23
万
人
で
し
た
。

２
．
分
析
方
法

○�

分
析
対
象
者
を
参
加
者
と
不
参
加
者
に

分
け
、
主
な
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド

ロ
ー
ム
関
連
疾
患
で
あ
る
高
血
圧
症
、

脂
質
異
常
症
、
糖
尿
病
に
つ
い
て
、
入

院
外
の
１
人
当
た
り
の
医
療
費
を
比
較

 「
特
定
健
診・
保
健
指
導
の
医
療
費
適
正
化

効
果
等
の
検
証
の
た
め
の
ワ
ー
キ
ン
グ
グ

ル
ー
プ
」（
以
下
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
）は
、

①
特
定
健
診・保
健
指
導
に
よ
る
検
査
値
の

改
善
効
果
お
よ
び
行
動
変
容への
影
響
、②

特
定
健
診・保
健
指
導
に
よ
る
医
療
費
適
正

化
効
果
、③
特
定
健
診・
保
健
指
導
に
よ
る

そ
の
他
の
効
果
─
を
検
証
す
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
い
ま
す
。２
０
１
３
年
３
月
１
日
か

ら
検
討
を
開
始
し
、２
０
１
４
年
４
月
22
日

に
、特
定
健
診
・
保
健
指
導
に
よ
る
検
査
値

の
改
善
状
況
お
よ
び
行
動
変
容（
喫
煙
行
動
）

への
影
響
に
関
す
る
中
間
取
り
ま
と
め
を
公

表
し
ま
し
た
。２
０
１
４
年
度
は
、特
定
健
診・

保
健
指
導
に
よ
る
医
療
費
適
正
化
効
果
に

関
し
て
検
討
し
、２
０
１
４
年
11
月
に
第
二
次

中
間
取
り
ま
と
め
を
行
い
、公
表
し
ま
し
た
。

公
表
結
果
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

１
．
分
析
対
象

○�

レ
セ
プ
ト
情
報
・
特
定
健
診
等
情
報
デ
ー

タ
ベ
ー
ス（
Ｎ
Ｄ
Ｂ
）に
格
納
さ
れ
て
い
る

２
０
０
８
年
度
～
２
０
１
１
年
度
の
特
定

健
診
・
保
健
指
導
デ
ー
タ
お
よ
び

２
０
０
９
年
度
～
２
０
１
２
年
度
レ
セ
プ

ト
デ
ー
タ
の
う
ち
、
特
定
健
診
・
保
健
指

導
デ
ー
タ
と
レ
セ
プ
ト
デ
ー
タ
と
の
突
合

率
が
80
％
以
上
で
あ
っ
た
３
６
５
保
険
者

の
デ
ー
タ
を
分
析
し
ま
し
た
。

○�

分
析
対
象
者
数
は
各
年
度
で
約
20
～
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（保険局）

特定健診・保健指導の医療費への一定の効果を示唆
─特定健診・保健指導の医療費適正化効果等の検証のための

ワーキンググループ第二次中間取りまとめより─
（厚生労働省保険局医療介護連携政策課医療費適正化対策推進室）

図表１　第二次中間取りまとめ概要（１）

分析結果①（積極的支援）

2008年度特定保健指導積極的支援参加者と不参加者の
翌年度の年間１人当たり入院外医療費の比較（40～64歳）

※積極的支援：特定保健指導対象者のうち、腹囲が一定数値以上で、
追加リスク（血糖・血圧・脂質）が２つ以上該当か、１つ該当かつ喫
煙歴がある、40 ～ 64 歳の者が対象。

○積極的支援参加者と不参加者を比較すると、翌年度には全体で、
　男性で7,030～5,020円、女性で7,550～2,590円の概ね有意な差異が見られた。

男性：5,340円 (2008 年度指導 )＊

＝不参加者の保険診療費の34.8％
 7,030 円 （2009 年度指導）＊

 5,320 円 （2010 年度指導）＊

 5,020 円 （2011 年度指導）＊の差異

女性：7,550円 (2008 年度指導 )＊

＝不参加者の保険診療費の34.0％
 4,380 円 （2009 年度指導）＊

 4,790 円 （2010 年度指導）
 2,590 円 （2011 年度指導）の差異
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＊ 統計学的に有意な差
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５
９
３
０
円
の
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

・�

男
女
と
も
参
加
者
が
不
参
加
者
よ
り
も

１
人
当
た
り
医
療
費
が
有
意
に
低
く
、

動
機
づ
け
支
援
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ

る
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
関
連

疾
患
の
医
療
費
へ
の
一
定
の
効
果
が
示

唆
さ
れ
ま
し
た
。

　
デ
ー
タ
の
制
約
や
さ
ま
ざ
ま
な
仮
定
を

置
い
た
分
析
で
あ
り
、
引
き
続
き
検
討
す

べ
き
課
題
も
あ
り
ま
す
が
、
今
回
の
分
析

は
、
特
定
保
健
指
導
の
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ

ン
ド
ロ
ー
ム
関
連
疾
患
の
医
療
費
へ
の
一

定
の
効
果
が
示
唆
さ
れ
る
も
の
で
あ
っ
た

と
考
え
て
い
ま
す
。
た
だ
し
、
も
と
も
と

の
健
康
意
識
の
違
い
が
特
定
保
健
指
導
へ

の
参
加
の
有
無
に
表
れ
、
医
療
費
に
も
影

響
を
及
ぼ
し
て
い
る
可
能
性
に
は
留
意
が

必
要
で
す
。

　
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
で
は
引
き
続
き
、

①
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
メ
タ
ボ
リ
ッ

ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
関
連
３
疾
患
の
合
併
症

へ
の
医
療
費
適
正
化
効
果
の
分
析
、
②
保

険
者
に
お
け
る
医
療
費
適
正
化
効
果
の
検

証
を
進
め
る
た
め
の
推
計
ツ
ー
ル
の
作

成
、
③
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
検
査
値

デ
ー
タ
や
医
療
費
適
正
化
効
果
の
経
年
分

析

─
と
い
っ
た
分
析
・
検
証
作
業
を
実

施
し
、
特
定
健
診
・
保
健
指
導
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
い
き
ま
す
。

▶FREE▶COPY

し
ま
し
た
。

３
．
分
析
結
果

○
積
極
的
支
援（
図
表
１
）

・�

積
極
的
支
援
の
参
加
者
と
不
参
加
者
を

比
較
す
る
と
、
翌
年
度
の
医
療
費
に
は
全

体
で
、
男
性
で
７
０
３
０
～
５
０
２
０
円
、

女
性
で
７
５
５
０
～
２
５
９
０
円
の
概
ね

有
意
な
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

・�

男
女
と
も
参
加
者
が
不
参
加
者
よ
り
も

１
人
当
た
り
医
療
費
が
有
意
に
低
く
、

積
極
的
支
援
に
参
加
す
る
こ
と
に
よ
る

メ
タ
ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
関
連
疾

患
の
医
療
費
へ
の
一
定
の
効
果
が
示
唆

さ
れ
ま
し
た
。

○�

動
機
づ
け
支
援（
40
～
64
歳
）（
図
表
２
上
）

・�

40
～
64
歳
の
動
機
づ
け
支
援
の
参
加
者
と

不
参
加
者
を
比
較
す
る
と
、
翌
年
度
の
医

療
費
に
は
全
体
で
、
男
性
で
３
８
６
０
～

８
１
０
円
、
女
性
で
２
６
４
０
～
マ
イ
ナ

ス
１
１
４
０
円
の
差
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

・�

積
極
的
支
援
と
比
較
す
る
と
、
参
加
者

と
不
参
加
者
の
差
が
小
さ
く
、
有
意
な

差
を
認
め
な
い
年
齢
階
級
、
年
度
も
少

な
か
ら
ず
存
在
し
ま
し
た
。

○�

動
機
づ
け
支
援（
65
～
73
歳
）（
図
表
２
下
）

・�

65
～
73
歳
の
動
機
づ
け
支
援
の
参
加
者
と

不
参
加
者
を
比
較
す
る
と
、
翌
年
度
の

医
療
費
に
は
全
体
で
、
男
性
で
６
３
４
０

～
３
６
３
０
円
、
女
性
で
７
６
８
０
～

図表２　第二次中間取りまとめ概要（２）

分析結果②（動機づけ支援）

2008年度特定保健指導動機づけ支援参加者と不参加者の翌年度の年間１人当たり入院外医療費の比較

※動機づけ支援：特定保健指導対象者のうち、腹囲が一定数値以上で、追加リスクが１つ該
当かつ喫煙歴がない者への支援。40 ～74 歳が対象。

　(65 歳以上では、積極的支援の基準に該当する場合でも動機づけ支援を実施 )

○動機づけ支援参加者と不参加者を比較すると、翌年度には全体で、40～64歳では男性で3,860～810円、
　女性で2,640～－1,140円、65～73歳では男性で6,340～3,630円、女性で7,680～5,930円の差異が見られた。

男性：3,860円（2008 年度指導）＊
＝不参加者の保険診療費の34.1％
 3,100 円 （2009 年度指導）＊
 810 円 （2010 年度指導）
 1,360 円 （2011 年度指導）の差異

女性：2,640円 (2008 年度指導 )＊
＝不参加者の保険診療費の20.0％
 －140 円 （2009 年度指導）
 1,450 円 （2010 年度指導）
 －1,140 円 （2011 年度指導） の差異

男性：6,340円 (2008 年度指導 )＊
＝不参加者の保険診療費の23.7％
 5,840 円 （2009 年度指導）＊
 4,840 円 （2010 年度指導）＊
 3,630 円 （2011 年度指導）＊の差異

女性：7,300円 (2008 年度指導 )＊
＝不参加者の保険診療費の23.1％
 7,680 円 （2009 年度指導）＊
 6,440 円 （2010 年度指導）＊
 5,930 円 （2011 年度指導）＊の差異
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＊ 統計学的に有意な差


